


































































































































































































































































































































































































































































































































































































グループ 平均 標準偏差 F値 有意差













































































































































































































グループ 平均 標準偏差 F値 有意差
A 436 0590 2，565
B 390 0889 多重比較（5％水準あり）
AとCC 3．78 0，975
5．おわりに
　本研究では，演習型学習形態によるプログラミング学習での効果的なブレ
ンディッドラーニングを設計・実践していく上での示唆を得ることを目的と
して，演習型のプログラミング授業の中でアンケ・・一・・トを3回実施し，授業開
始時のアンケートから得られたプログラミングに対する関心の度合いをもと
に学生を分類し，それらのグループ間でブレンディッドラーニング利用につ
いてどのような違いがみられるかを分析した。その結果，次のことが明らか
になった。
・ プログラミングに対する関心が高いほど，プログラミングを楽しいと感じ
　る気持ちが強い。
・ プログラミングに対する関心が低いグループと高いグループでは，授業手
　順の分かりやすさに関して差があり，低いグループの方が評価が低い。
・ プログラミングに対する関心が低い学生は，掲示板を積極的に参照してい
　るが，全体に評価が低めであり，受講支援システムの機能にあまり満足し
　ていない。
　全体的には，受講支援システムは授業を受ける上で役に立ち，学習を支援
することができたと考えられる。特に，掲示板に提出課題やヒントを載せて
いることは，関心が低い学生が掲示板を積極的に参照していることからも学
習を進める上で役に立っていると考えられる。しかし，プログラミングに対
する関心が低い学生に対しては，授業手順の分かりやすさや学習内容の理解
を助けるための教材の工夫やクイズなどの他ツールの活用方法を検討する必
要がある。さらに，学習者の学習状況や理解状況を把握しやすくするような
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学習支援機能をシステムに追加することによって，学習者の状況に応じた対
応が可能になり，学習意欲や学習内容の理解を高めることにつながると思わ
れる。
　本研究で対象とする演習型のプログラミング授業では，e－1earning学習支
援システムを利用しはじめて4年目になる。毎年少しずつ教材の改善・追加
などを行ってきているが，さらによりよいものへと改善していく努力が必要
である。授業実践を通して，必要なツールの拡充やシステムの機能拡張など
をさらに検討していきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　付　記
　本研究は，平成18年度共同研究（代表者　北原俊一）の結果の一部である。
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